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(百万円未満切捨て)
１．令和６年３月期の連結業績（令和５年４月１日～令和６年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

６年３月期 48,885 △1.9 1,533 △25.6 2,061 △15.2 1,673 △8.8

５年３月期 49,854 10.2 2,060 － 2,431 285.6 1,835 －
(注) 包括利益 ６年３月期 5,462百万円( 252.2％) ５年３月期 1,550百万円( 125.8％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

６年３月期 131.88 － 7.0 2.8 3.1

５年３月期 144.33 － 8.8 3.5 4.1
(参考) 持分法投資損益 ６年３月期 114百万円 ５年３月期 12百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

６年３月期 77,932 29,796 33.9 2,086.32

５年３月期 70,742 24,543 30.4 1,685.50
(参考) 自己資本 ６年３月期 26,440百万円 ５年３月期 21,471百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

６年３月期 4,329 △3,317 △135 12,401

５年３月期 4,901 △3,612 △321 11,521

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

５年３月期 － 0.00 － 12.00 12.00 152 8.3 0.7

６年３月期 － 0.00 － 12.00 12.00 152 9.1 0.6

７年３月期(予想) － 0.00 － 12.00 12.00 －

(注) ６年３月期期末配当金の内訳 普通配当 12円00銭

３．令和７年３月期の連結業績予想（令和６年４月１日～令和７年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 25,000 3.1 700 14.7 900 4.8 500 △5.1 39.40

通 期 50,000 2.3 1,500 △2.2 2,000 △3.0 1,100 △34.3 86.68



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) ６年３月期 12,739,696株 ５年３月期 12,739,696株

② 期末自己株式数 ６年３月期 66,327株 ５年３月期 675株

③ 期中平均株式数 ６年３月期 12,690,894株 ５年３月期 12,719,021株

(参考) 個別業績の概要
１．令和６年３月期の個別業績（令和５年４月１日～令和６年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

６年３月期 16,665 △5.5 193 △73.8 563 △44.5 488 △36.9

５年３月期 17,633 6.1 737 319.8 1,015 141.7 773 －

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

６年３月期 38.47 －

５年３月期 60.85 －

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

６年３月期 28,264 12,610 44.6 995.08

５年３月期 23,368 9,066 38.8 711.68

(参考) 自己資本 ６年３月期 12,610百万円 ５年３月期 9,066百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料４ページ「１．経営成績等の
概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における日本経済は、世界的なインフレの影響を受けて物価上昇が続いており、コロナ禍後のペ

ントアップ需要も一巡する中で個人消費が弱く、回復には足踏みが見られます。海外においては、米国ではインフ

レ抑制のため政策金利を引き上げているものの、消費や輸出も増加し、雇用も伸びており、堅調に推移していま

す。欧州では雇用は底堅いものの、高インフレや金利上昇、外需の弱さなどにより、回復の足踏みが続いていま

す。中国は、ゼロコロナ政策撤廃後の政策的な支えはあるものの、不動産不況によるデフレ傾向はまだ十分に払拭

されておらず持ち直しが鈍化しております。

この様な経済情勢の中で当社グループは、海運事業においてモーダルシフトに備えた動きにより商品車両の輸送

が堅調に推移している一方で、紙製品や製紙原料及び鋼材の輸送量は当初想定していた以上に落ち込みました。ま

た、物価高により個人消費が伸び悩んだことから、一般消費財の輸送需要も減少し減収・減益となりました。

近海航路では、中国をはじめ東南アジア諸国の経済回復の動きは鈍く、市況も改善していないことから、減収・

減益となりました。

ホテル事業においては、冬季の動きが鈍かったものの、通年では全国旅行支援制度終了後も前年を上回る集客が

行えたことから、増収・増益となりました。

不動産事業においては概ね順調に推移いたしました。

以上の結果、売上高が前年度に比べて９億６千８百万円減(1.9％減)の488億８千５百万円、営業利益が前年度に

比べて５億２千７百万円減(25.6％減)の15億３千３百万円、経常利益が前年度に比べて３億７千万円減(15.2％減)

の20億６千１百万円、親会社株主に帰属する当期純利益が前年度に比べて１億６千２百万円減(8.8％減)の16億７千

３百万円となりました。

なお、事業セグメントの経営成績は次のとおりであります。

(海運事業)

モーダルシフト需要の高まりに応じて、本州間における商品車両の取扱い量は増加しました。特に2024年２月よ

り荷主のニーズに応えるべく大阪寄港を増便した事で関東/関西の輸送台数が大きく伸びました。

然しながら、物価高騰による国内消費減退により、北海道定期航路で鋼材や砂糖、雑貨などシャーシ貨物の輸送

量が減少したことから、減収・減益となりました。

近海航路では、中国経済の回復に時間を要していることに加え、運賃市況の低迷が続き、採算性が悪化している

ことから、減収・減益となりました。

これらの結果、売上高は前年度に比べて15億８千６百万円減(3.4％減)の451億２千９百万円、営業費用が前年度

に比べて、９億２千６百万円減(2.1％減)の441億６百万円、営業利益は前年度に比べて６億６千万円減(39.2％減)

の10億２千３百万円となりました。

(ホテル事業)

ホテル事業においては、全国旅行支援制度終了後も国内団体客を中心に宿泊客数は順調に推移したことに加え、

外国人向けのツアーが好調で単価も維持できたこと等から、増収・増益となりました。

これらの結果、売上高は前年度に比べて５億６千１百万円増(33.0％増)の22億６千５百万円、営業費用が前年度

に比べて４億２千３百万円増(24.7％増)の21億３千７百万円、営業利益は前年度に比べて１億３千８百万円増の１

億２千７百万円となりました。

(不動産事業)

前年度並みに推移し、売上高は前年度に比べて５百万円減(0.8％減)の６億６千５百万円、営業費用が前年度に比

べて４百万円増(1.3％増)の３億６千８百万円、営業利益は前年度に比べて１千万円減(3.3％減)の２億９千７百万

円となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末における財政状態の状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(資産)

当連結会計年度末の資産の残高は、前期末に比べて71億８千９百万円増加の779億３千２百万円となりました。こ

れは主に、新造船の竣工に伴う船舶などの固定資産の増加、および現金預金などの流動資産の増加によるものであ

ります。

(負債)

負債の残高は、前期末に比べて19億３千６百万円増加の481億３千５百万円となりました。これは主に、長期未払

金の増加によるものであります。

(純資産)

純資産の残高は、前期末に比べて52億５千２百万円増加の297億９千６百万円となりました。これは主に、利益剰

余金の増加によるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、営業活動による収入が、投資活動及び

財務活動による支出を上回ったため、前連結会計年度末に比べて８億７千９百万円増加して、124億１百万円となり

ました。各キャッシュ・フロー状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、法人税等の支払額が増加したことなどにより、前期に比べて５億７千２

百万円減少し、43億２千９百万円の収入となりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の売却による収入が増加したことなどにより、前期に比べ

て２億９千４百万円増加し、33億１千７百万円の支出となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入れによる収入が増加したことなどにより、前期に比べて１億８

千５百万円増加し、１億３千５百万円の支出となりました。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

令和２年３月期 令和３年３月期 令和４年３月期 令和５年３月期 令和６年３月期

自己資本比率（％） 27.4 28.2 29.1 30.4 33.9

時価ベースの自己資本
比率（％）

6.1 7.0 8.4 10.1 23.3

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率（年）

15.9 9.2 6.4 6.4 7.3

インタレスト・カバレッジ・
レシオ（倍）

8.1 12.6 16.9 19.6 15.9

（注）１．上記指標の計算式は次のとおりです。

自己資本比率：自己資本÷総資本

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額÷総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債÷営業キャッシュ・フロー

インタレスト・ガバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー÷利払い

２．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

３．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。

４．有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象

としております。
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（４）今後の見通し

長引く地域紛争による世界経済への影響や金融政策の変更による国内経済の動向等を注視する必要があるものの、

次期連結業績は、売上高500億円、営業利益15億円、経常利益20億円、親会社株主に帰属する当期純利益は11億円を見

込んでおります。

各事業セグメントの今後の課題と取り組みにつきましては以下のとおりです。

(海運事業)

国内経済は、物価上昇が続き個人消費や生産に弱めの動きがみられるものの、企業業績は高水準を維持しており、

緩やかに回復していくと考えております。一方で燃料油価格は高止まりしているため、価格の変動を注視しつつ、効

率的な航路編成や配船を行ってまいります。今後は2024年問題、そしてCO2削減を考慮した海上輸送へのモーダルシフ

ト需要に伴う貨物を確保し、グループ全体でシャーシ回転率を向上させ、更には定時運航による燃料費の低減を図る

事で、コスト削減を継続し収支改善に取り組んでまいります。

近海航路においては、市況の動向を注視し、採算性を重視して三国間航路を軸に取り組んでまいります。

(ホテル事業)

国・自治体などの旅行支援制度の終了、物価上昇等により国内旅行客の減少が見込まれるものの、観光立国推進基

本計画によるインバウンド需要の喚起が期待されることから、効率的に宿泊需要を取り込めるようにマネジメントを

見直し、安定した収益確保を目指してまいります。

(不動産事業)

賃貸物件の維持、保全に注力して、引き続き安定した利益の確保に努めてまいります。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

海運業の業績は、燃料油価格の増減や市況・為替の動向に大きく影響を受けますので、当社は財務基盤の強化とと

もに内部留保を確保しつつ経営環境の見通しに十分配慮して安定した配当を継続することを基本方針としておりま

す。内部留保の資金につきましては、海運事業における船舶への投資や設備の維持・改修等に充当したいと考えてお

ります。

当期の配当につきましては、今期の業績を踏まえ、直近の配当予想に対し１株当たり２円増額して12円の期末配当

金を予定しております。また、次期の年間配当金につきましても、１株当たり12円を予定しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループの利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先等であり、海外からの資金調達の必要性が乏

しいため、会計基準につきましては日本基準を適用しております。

なお、IFRS（国際財務報告基準）の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針

であります。



栗林商船株式会社(9171) 2024年３月期 決算短信

5

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(令和５年３月31日)

当連結会計年度
(令和６年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,035,518 12,646,974

受取手形、売掛金及び契約資産 7,712,509 8,035,948

有価証券 - 151,561

商品及び製品 44,677 47,220

原材料及び貯蔵品 444,527 293,121

仕掛品 4,750 3,013

未収入金 388,813 309,586

その他 797,733 915,488

貸倒引当金 △989 △970

流動資産合計 21,427,541 22,401,945

固定資産

有形固定資産

船舶 35,154,742 36,302,906

減価償却累計額 △17,203,425 △17,123,446

船舶（純額） 17,951,317 19,179,460

建物及び構築物 24,780,812 24,945,864

減価償却累計額 △18,929,423 △19,230,639

減損損失累計額 - △2,186

建物及び構築物（純額） 5,851,388 5,713,038

機械装置及び運搬具 11,516,682 11,779,984

減価償却累計額 △10,551,210 △10,674,403

機械装置及び運搬具（純額） 965,472 1,105,581

土地 10,157,320 10,165,006

リース資産 1,382,025 1,491,378

減価償却累計額 △873,861 △799,262

リース資産（純額） 508,163 692,115

建設仮勘定 402,265 -

その他 2,683,579 2,741,423

減価償却累計額 △2,302,557 △2,388,731

その他（純額） 381,022 352,692

有形固定資産合計 36,216,948 37,207,895

無形固定資産

借地権 1,028,388 1,028,388

ソフトウエア 67,453 136,088

のれん 64,018 48,013

その他 64,528 49,506

無形固定資産合計 1,224,388 1,261,997

投資その他の資産

投資有価証券 10,534,977 15,805,974

長期貸付金 2,867 2,027

繰延税金資産 446,245 386,866

保険積立金 478,715 472,417

その他 442,419 425,591

貸倒引当金 △34,422 △33,711

投資その他の資産合計 11,870,802 17,059,165

固定資産合計 49,312,140 55,529,059



栗林商船株式会社(9171) 2024年３月期 決算短信

6

(単位：千円)

前連結会計年度
(令和５年３月31日)

当連結会計年度
(令和６年３月31日)

繰延資産

社債発行費 3,225 1,289

繰延資産合計 3,225 1,289

資産合計 70,742,908 77,932,293

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,382,078 6,670,345

短期借入金 3,686,000 2,050,000

1年内返済予定の長期借入金 2,433,718 3,157,035

1年内期限到来予定のその他の固定負債 1,016,348 1,169,468

1年内償還予定の社債 300,000 40,000

リース債務 222,726 234,770

未払法人税等 586,547 335,403

賞与引当金 462,466 470,412

その他 1,569,301 1,311,456

流動負債合計 16,659,187 15,438,892

固定負債

社債 440,000 400,000

長期借入金 12,010,985 12,072,451

長期未払金 11,396,646 12,740,898

リース債務 385,355 559,328

繰延税金負債 1,899,046 3,453,686

役員退職慰労引当金 448,495 438,690

退職給付に係る負債 2,567,683 2,702,402

負ののれん 77,217 39,114

その他 314,589 290,313

固定負債合計 29,540,020 32,696,885

負債合計 46,199,208 48,135,777

純資産の部

株主資本

資本金 1,215,035 1,215,035

資本剰余金 1,279,986 1,281,078

利益剰余金 15,499,566 17,020,378

自己株式 △186 △44,994

株主資本合計 17,994,402 19,471,497

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,477,175 6,969,266

その他の包括利益累計額合計 3,477,175 6,969,266

非支配株主持分 3,072,122 3,355,752

純資産合計 24,543,700 29,796,516

負債純資産合計 70,742,908 77,932,293
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 令和４年４月１日
至 令和５年３月31日)

当連結会計年度
(自 令和５年４月１日
至 令和６年３月31日)

売上高 49,854,873 48,885,900

売上原価 40,494,891 39,433,723

売上総利益 9,359,981 9,452,176

販売費及び一般管理費 7,299,403 7,918,738

営業利益 2,060,577 1,533,438

営業外収益

受取利息 2,305 362

受取配当金 355,563 394,496

助成金収入 94,334 43,470

負ののれん償却額 38,102 38,102

持分法による投資利益 12,822 114,308

受取保険金 12,165 18,687

その他 161,933 219,801

営業外収益合計 677,228 829,228

営業外費用

支払利息 263,869 277,121

その他 42,461 24,184

営業外費用合計 306,330 301,305

経常利益 2,431,475 2,061,361

特別利益

投資有価証券売却益 43,250 999

固定資産処分益 113,543 517,186

保険解約返戻金 93,996 815

保険金収入 - 133,044

その他 - 838

特別利益合計 250,789 652,884

特別損失

減損損失 636 4,749

固定資産処分損 5,684 2,890

投資有価証券評価損 2,025 1,348

その他 970 393

特別損失合計 9,316 9,382

税金等調整前当期純利益 2,672,949 2,704,863

法人税、住民税及び事業税 822,974 767,200

法人税等調整額 △179,850 37,314

法人税等合計 643,124 804,515

当期純利益 2,029,824 1,900,348

非支配株主に帰属する当期純利益 194,044 226,668

親会社株主に帰属する当期純利益 1,835,780 1,673,680
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 令和４年４月１日
至 令和５年３月31日)

当連結会計年度
(自 令和５年４月１日
至 令和６年３月31日)

当期純利益 2,029,824 1,900,348

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △479,094 3,561,824

その他の包括利益合計 △479,094 3,561,824

包括利益 1,550,730 5,462,172

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,351,244 5,165,771

非支配株主に係る包括利益 199,485 296,401
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 令和４年４月１日 至 令和５年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,215,035 1,269,832 13,739,909 △14,509 16,210,267

当期変動額

剰余金の配当 △76,122 △76,122

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,835,780 1,835,780

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 8,295 14,324 22,620

連結子会社の合併に

よる増減
△1,268 △1 △1,269

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

3,126 3,126

株主資本以外の項目

の当期変動額

（純額）

当期変動額合計 - 10,154 1,759,656 14,323 1,784,135

当期末残高 1,215,035 1,279,986 15,499,566 △186 17,994,402

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 3,961,711 3,961,711 2,883,964 23,055,943

当期変動額

剰余金の配当 △76,122

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,835,780

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 22,620

連結子会社の合併に

よる増減
△1,269

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

3,126

株主資本以外の項目

の当期変動額

（純額）

△484,535 △484,535 188,157 △296,377

当期変動額合計 △484,535 △484,535 188,157 1,487,757

当期末残高 3,477,175 3,477,175 3,072,122 24,543,700
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当連結会計年度(自 令和５年４月１日 至 令和６年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,215,035 1,279,986 15,499,566 △186 17,994,402

当期変動額

剰余金の配当 △152,868 △152,868

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,673,680 1,673,680

自己株式の取得 △68,212 △68,212

自己株式の処分 1,091 23,403 24,495

連結子会社の合併に

よる増減
-

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

-

株主資本以外の項目

の当期変動額

（純額）

当期変動額合計 - 1,091 1,520,811 △44,808 1,477,094

当期末残高 1,215,035 1,281,078 17,020,378 △44,994 19,471,497

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 3,477,175 3,477,175 3,072,122 24,543,700

当期変動額

剰余金の配当 △152,868

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,673,680

自己株式の取得 △68,212

自己株式の処分 24,495

連結子会社の合併に

よる増減
-

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

-

株主資本以外の項目

の当期変動額

（純額）

3,492,091 3,492,091 283,630 3,775,721

当期変動額合計 3,492,091 3,492,091 283,630 5,252,816

当期末残高 6,969,266 6,969,266 3,355,752 29,796,516
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 令和４年４月１日
至 令和５年３月31日)

当連結会計年度
(自 令和５年４月１日
至 令和６年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 2,672,949 2,704,863

減価償却費 2,999,659 3,141,931

株式報酬費用 22,620 18,371

減損損失 636 4,749

のれん償却額 16,004 16,004

負ののれん償却額 △38,102 △38,102

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,474 △729

持分法による投資損益（△は益） △11,326 △112,808

賞与引当金の増減額（△は減少） 20,968 7,946

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 30,448 △9,805

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 169,815 134,718

保険解約返戻金 △93,996 △815

受取利息及び受取配当金 △357,869 △394,859

支払利息 263,869 277,121

固定資産処分損益（△は益） △107,858 △514,296

投資有価証券評価損益（△は益） 2,025 1,348

投資有価証券売却損益（△は益） △43,250 △999

売上債権の増減額（△は増加） 293,131 △370,135

棚卸資産の増減額（△は増加） △119,701 150,600

未収還付消費税の増減額（△は増加） △222,406 105,703

仕入債務の増減額（△は減少） △716,173 314,908

その他 382,034 △126,779

小計 5,161,002 5,308,937

利息及び配当金の受取額 357,869 394,859

利息の支払額 △250,424 △271,930

法人税等の支払額 △366,571 △1,102,844

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,901,875 4,329,020

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △4,065,602 △3,867,477

有形固定資産の売却による収入 261,451 547,509

無形固定資産の取得による支出 △5,855 △114,338

投資有価証券の取得による支出 △18,468 △22,969

投資有価証券の売却による収入 103,435 1,000

定期預金の預入による支出 △63,600 △46,404

定期預金の払戻による収入 3,000 163,100

差入保証金の差入による支出 △2,770 △2,192

差入保証金の回収による収入 8,752 6,708

その他 167,584 17,559

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,612,072 △3,317,505
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 令和４年４月１日
至 令和５年３月31日)

当連結会計年度
(自 令和５年４月１日
至 令和６年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,065,500 2,302,000

短期借入金の返済による支出 △3,331,500 △3,938,000

長期借入れによる収入 3,830,000 3,529,000

長期借入金の返済による支出 △3,095,277 △2,744,217

長期未払金の増加による収入 2,552,000 2,552,000

長期未払金の返済による支出 △863,228 △1,054,628

社債の償還による支出 △136,000 △300,000

リース債務の返済による支出 △257,183 △247,993

自己株式の取得による支出 △0 △68,212

配当金の支払額 △76,122 △152,868

非支配株主への配当金の支払額 △9,467 △12,770

財務活動によるキャッシュ・フロー △321,279 △135,690

現金及び現金同等物に係る換算差額 △12,369 3,888

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 956,154 879,713

現金及び現金同等物の期首残高 10,565,593 11,521,747

現金及び現金同等物の期末残高 11,521,747 12,401,461
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。当社

グループは、組織構造に基づく事業部門を経済的特徴の類似性などを勘案して「海運事業」、「ホテル事業」、

「不動産事業」の３つに分類し、報告セグメントとしております。

なお、各報告セグメントの主要な事業・役務の内容は以下のとおりであります。

セグメント 事業・役務内容

海運事業
内航海運事業、外航海運事業、一般旅客フェリー事業、
港湾運送事業の海運周辺事業

ホテル事業 北海道地区におけるリゾートホテル事業

不動産事業 不動産の賃貸・管理事業

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 令和４年４月１日 至 令和５年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント その他
（注1）

調整額
（注2）

連結財務
諸表計上額
（注3）海運事業 ホテル事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 46,426,051 1,691,278 578,096 48,695,427 1,159,445 － 49,854,873

セグメント間の内部
売上高又は振替高

290,128 12,112 92,666 394,907 － △394,907 －

計 46,716,180 1,703,391 670,763 49,090,334 1,159,445 △394,907 49,854,873

セグメント利益
又は損失（△）

1,683,610 △11,030 307,547 1,980,127 78,445 2,004 2,060,577

セグメント資産 52,387,829 5,228,484 2,655,260 60,271,574 2,140,391 8,330,942 70,742,908

その他の項目

減価償却費 2,708,378 205,498 45,842 2,959,719 39,940 － 2,999,659

有形固定資産及び
無形固定資産の増加

額
4,145,548 171,972 28,576 4,346,096 41,924 － 4,388,020

（注）1.その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、青果物卸売事業を含んでおります。
2.調整額は、以下のとおりであります。
(1)セグメント間の内部売上高又は振替高の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。
(2)セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。
(3)セグメント資産の調整額は、セグメント間債権債務消去等△25,824千円、及び各報告セグメントに配分し
ていない全社資産8,356,767千円が含まれていて、全社資産は提出会社の投資有価証券であります。

3.セグメント利益又は損失は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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当連結会計年度(自 令和５年４月１日 至 令和６年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント その他
（注1）

調整額
（注2）

連結財務
諸表計上額
（注3）海運事業 ホテル事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 44,848,890 2,253,545 576,222 47,678,658 1,207,242 － 48,885,900

セグメント間の内部
売上高又は振替高

280,467 11,606 89,261 381,335 50 △381,385 －

計 45,129,357 2,265,152 665,483 48,059,994 1,207,292 △381,385 48,885,900

セグメント利益
1,023,024 127,709 297,370 1,448,104 80,633 4,700 1,533,438

セグメント資産 54,557,777 5,117,239 2,674,891 62,349,908 2,563,297 13,019,087 77,932,293

その他の項目

減価償却費 2,836,489 218,154 45,989 3,100,634 41,297 － 3,141,931

有形固定資産及び
無形固定資産の増加

額
4,545,760 289,392 62,371 4,897,524 62,658 － 4,960,182

（注）1.その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、青果物卸売事業を含んでおります。
2.調整額は、以下のとおりであります。
(1)セグメント間の内部売上高又は振替高の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。
(2)セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。
(3)セグメント資産の調整額は、セグメント間債権債務消去等△27,799千円及び各報告セグメントに配分して
いない全社資産13,046,886千円が含まれていて、全社資産は提出会社の投資有価証券であります。

3.セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 令和４年４月１日 至 令和５年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
その他 調整額

連結財務諸表
計上額海運事業 ホテル事業 不動産事業 計

減損損失 － 636 － 636 － － 636

当連結会計年度(自 令和５年４月１日 至 令和６年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
その他 調整額

連結財務諸表
計上額海運事業 ホテル事業 不動産事業 計

減損損失 1,902 660 2,186 4,749 － － 4,749
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【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度(自 令和４年４月１日 至 令和５年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
その他 調整額

連結財務諸表
計上額

海運事業 ホテル事業 不動産事業 計

当期償却額 16,004 － － 16,004 － － 16,004

当期末残高 64,018 － － 64,018 － － 64,018

当連結会計年度(自 令和５年４月１日 至 令和６年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

その他 調整額
連結財務諸表

計上額
海運事業 ホテル事業 不動産事業 計

当期償却額 16,004 － － 16,004 － － 16,004

当期末残高 48,013 － － 48,013 － － 48,013

【報告セグメントごとの負ののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度(自 令和４年４月１日 至 令和５年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

その他 調整額
連結財務諸表

計上額
海運事業 ホテル事業 不動産事業 計

当期償却額 38,102 － － 38,102 － － 38,102

当期末残高 77,217 － － 77,217 － － 77,217

当連結会計年度(自 令和５年４月１日 至 令和６年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

その他 調整額
連結財務諸表

計上額
海運事業 ホテル事業 不動産事業 計

当期償却額 38,102 － － 38,102 － － 38,102

当期末残高 39,114 － － 39,114 － － 39,114

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度(自 令和４年４月１日 至 令和５年３月31日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 令和５年４月１日 至 令和６年３月31日)

該当事項はありません。
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(収益認識関係)

(１)顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前連結会計年度（自 令和４年４月１日 至 令和５年３月31日）

当社グループは、顧客との契約から生じる収益を顧客との契約に基づき、主要な財又はサービスのライン別に分解

しております。これらの売上収益とセグメント収益との関連は、以下のとおりです。

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注１)

合計
海運事業 ホテル事業 不動産事業

国内輸送 31,578,014 － － － 31,578,014

国内フェリー 3,708,065 － － － 3,708,065

国内貸船 1,479,567 － － － 1,479,567

国外輸送 2,550,761 － － － 2,550,761

港湾荷役 3,716,614 － － － 3,716,614

倉庫 1,518,758 － － － 1,518,758

その他海運サービス 1,874,269 － － － 1,874,269

ホテル業サービス － 1,439,346 － － 1,439,346

ホテル業物販 － 223,417 － － 223,417

ホテル業その他サービス － 28,514 － － 28,514

その他 － － － 1,159,445 1,159,445

顧客との契約から生じる収益 46,426,051 1,691,278 － 1,159,445 49,276,776

その他の収益(注２) － － 578,096 － 578,096

外部顧客への売上高 46,426,051 1,691,278 578,096 1,159,445 49,854,873

(注)１．その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、青果物卸事業を含んでおります。
２．その他の収益は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づく不動産賃貸収入です。
３．グループ会社間の内部取引控除後の金額を表示しております。
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当連結会計年度（自 令和５年４月１日 至 令和６年３月31日）

当社グループは、顧客との契約から生じる収益を顧客との契約に基づき、主要な財又はサービスのライン別に分解

しております。これらの売上収益とセグメント収益との関連は、以下のとおりです。

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注１)

合計
海運事業 ホテル事業 不動産事業

国内輸送 31,072,456 － － － 31,072,456

国内フェリー 4,032,503 － － － 4,032,503

国内貸船 1,494,395 － － － 1,494,395

国外輸送 1,450,730 － － － 1,450,730

港湾荷役 3,432,347 － － － 3,432,347

倉庫 1,510,415 － － － 1,510,415

その他海運サービス 1,856,041 － － － 1,856,041

ホテル業サービス － 1,964,008 － － 1,964,008

ホテル業物販 － 244,663 － － 244,663

ホテル業その他サービス － 44,874 － － 44,874

その他 － － － 1,207,242 1,207,242

顧客との契約から生じる収益 44,848,890 2,253,545 － 1,207,242 48,309,678

その他の収益(注２) － － 576,222 － 576,222

外部顧客への売上高 44,848,890 2,253,545 576,222 1,207,242 48,885,900

(注)１．その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、青果物卸事業を含んでおります。
２．その他の収益は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づく不動産賃貸収入です。
３．グループ会社間の内部取引控除後の金額を表示しております。
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(１株当たり情報)

項目
前連結会計年度

(自 令和４年４月１日
至 令和５年３月31日)

当連結会計年度
(自 令和５年４月１日
至 令和６年３月31日)

１株当たり純資産額 1,685.50円 2,086.32円

１株当たり当期純利益 144.33円 131.88円

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

(1) １株当たり純資産額

項目
前連結会計年度末
(令和５年３月31日)

当連結会計年度末
(令和６年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 24,543,700 29,796,516

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 3,072,122 3,355,752

(うち非支配株主持分(千円)) (3,072,122) (3,355,752)

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 21,471,578 26,440,763

１株当たり純資産額の算定に用いられた
期末の普通株式の数(千株)

12,739 12,673

(2) １株当たり当期純利益

項目
前連結会計年度

(自 令和４年４月１日
至 令和５年３月31日)

当連結会計年度
(自 令和５年４月１日
至 令和６年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 1,835,780 1,673,680

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に
帰属する当期純利益(千円)

1,835,780 1,673,680

普通株式の期中平均株式数(千株) 12,719 12,690

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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４．補足情報

（１）最近における四半期毎の業績の推移(連結)

令和６年３月期

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

自 令和５年４月１日
至 令和５年６月30日

自 令和５年７月１日
至 令和５年９月30日

自 令和５年10月１日
至 令和５年12月31日

自 令和６年１月１日
至 令和６年３月31日

百万円 百万円 百万円 百万円

売上高 11,783 12,463 12,897 11,741

営業利益又は営業損失（△） △60 670 907 16

経常利益 147 711 1,065 136

税金等調整前四半期純利益 149 719 1,204 631

親会社株主に帰属する四半期純
利益

33 493 794 352

1 株当たり四半期純利益

円 円 円 円

2.63 38.89 62.68 27.83

百万円 百万円 百万円 百万円

総資産 71,049 72,521 71,711 77,932

純資産 25,454 26,563 27,065 29,796

令和５年３月期

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

自 令和４年４月１日
至 令和４年６月30日

自 令和４年７月１日
至 令和４年９月30日

自 令和４年10月１日
至 令和４年12月31日

自 令和５年１月１日
至 令和５年３月31日

百万円 百万円 百万円 百万円

売上高 11,761 13,226 13,247 11,619

営業利益又は営業損失（△） 68 1,000 1,145 △154

経常利益又は経常損失（△） 259 1,053 1,221 △102

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失
（△）

321 1,104 1,257 △9

親会社株主に帰属する四半期純
利益

124 792 847 71

1 株当たり四半期純利益

円 円 円 円

9.78 62.30 66.55 5.64

百万円 百万円 百万円 百万円

総資産 68,498 69,752 69,147 70,742

純資産 22,952 23,491 24,591 24,543
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（２）役員の異動(令和６年６月27日予定)

令和６年６月27日付で役員人事を次のように発令する予定。

１．代表者の異動

該当事項はありません。

２．役員および担当業務

（新） （旧）

松 井 伸 二 取締役経営管理本部 取締役経営管理本部

副本部長 副本部長兼経営企画部長

３．新任予定監査役

よこ かわ のり と

横 川 憲 人 常勤監査役(辞任する坂上隆の後任)

４．辞任予定監査役

坂 上 隆 常勤監査役

以 上


